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2012年　2月号　目次

Ⅰ. 国内省庁等の動向

１．経済産業省、環境省

01)　平成２２年度のフロン回収・破壊法に基づく業務用冷凍空調機器からのフロン類の回収量等の集計結果について
1

2．厚生労働省

02)　平成23年度「化学物質による労働者の健康障害防止措置に係る検討会」報告書の公表
4

03)「職場におけるリスクに基づく合理的な化学物質管理の促進のための検討会」の報告書を公表
5

04)　労働基準法施行規則第35条専門検討会化学物質による疾病に関する分科会第3回資料を公表
6

3．環境省

05)　第13回 化学物質の内分泌かく乱作用に関する日英共同研究ワークショップの結果について
7

06)　化学物質の環境リスク初期評価（第１０次とりまとめ）の結果について
9

07)　「平成２２年度化学物質環境実態調査結果（概要）」について（お知らせ）
13

Ⅱ. ニュース

＜ナノ材料＞

01)　欧州委員会　ナノ銀の安全性、健康・環境への影響、抗菌剤耐性での役割に関して検討中
17

＜ビスフェノールＡ（BPA）＞

02)　欧州委員会　医療機器でのBPA使用の安全性につき検討中
18

03)　米国食品医薬品局　食品包装材中のBPA禁止を求めた請願に対して、2012年3月31日までに最終決定を発表することに同意
19

04)　欧州食品安全局　BPAの安全性に関する声明を発表
19

05)　米国国立環境衛生科学研究所　BPAがヒトの遺伝子発現の変化に関連するとした研究結果を発表
20

＜臭素化難燃剤＞

06)　カナダ　ヘキサブロモシクロドデカンを有害物質に指定する予定
21

07)　北欧の研究所　北欧諸国の環境中のおいて、臭素化難燃剤が広く蔓延していることを示した調査結果を発表
21

＜ホルムアルデヒド＞

08)　オーストラリア企業　ヘアケア製品中のホルムアルデヒド等の成分を偽って表示
22

＜塩化メチレン＞

09)　米国環境保護庁　塩化メチレンの参照用量を改訂
23

＜キノリン＞

10)　カナダ　石炭関連化合物キノリンを有害物質に指定する予定
23

＜国際動向＞

11)　adidasグループ等の衣服関連企業　有害化学品ゼロ放出のための共同計画表を発表
24

＜欧州動向＞

12)　フィンランド環境省　繊維製品中の化学物質リスクの検討は不十分/グローバルでの活動が必要との見解
25

13)　欧州リスクアセスメント専門委員会　13種の化学物質について調和化された分類と表示に関する意見を採択
25

＜北米動向＞

14)　米国環境保護庁　環境団体により請願された、水圧破砕技術で使用する化学物質の健康・安全情報の提出を事業者に求める内容を一部承諾した
27

15)　米国アカデミー医学研究所　化学物質ばく露が乳がんに与える影響を示した報告書を発表
28
16)　米国　高速ロボットスクリーンングシステムを開始
29

＜その他の情報＞
31
こらむ　　　医薬品の水環境汚染問題について
33

Ⅲ．論文紹介

A．　ナノ粒子に関わる研究  　2題

01) 職場における金属酸化物ナノ粒子のばく露特性
35

02）in vivoでのマウスの６臓器におけるミクロおよびナノサイズ二酸化チタンの遺伝毒性および細胞毒性影響の研究
35

B．　環境毒性に関わる研究  1題

03) Eisenia andrei（シマミミズ）におけるダイオキシンばく露の影響：ミミズにおける汚染物質誘導性ストレス症候群の発生を評価するためのエキスパートシステムによるバイオマーカーデータの統合化
35

C．　内分泌かく乱物質に関わる研究  2題

04) ヒトリンパ球における広範囲なDNA損傷を誘発するビスフェノールA－メタクリル酸グリシジル
36

05) 再利用可能なプラスチック、アルミニウムおよびステンレス製飲料水ボトルから放出されるビスフェノールAの評価
36

D．　その他一般研究  2題

06) 製薬品規制上の一般毒性学において使用する動物を最小限にする機会：企業横断的レビュー
36

07) ナメクジ粘膜刺激性試験の新規側面：鼻痛、かゆみおよび焼灼感の予測
36

Ⅳ．論文速報
37

Ⅴ．欧州の試験方法

はじめに
41

B.39　哺乳動物肝細胞を用いるin vivo不定期DNA合成（UDS）試験
42

B.40　in vitro皮膚腐食性：経皮電気抵抗試験（TER）
48

B.40 BIS　in vitro皮膚腐食性：ヒト皮膚モデル試験
54

Ⅵ．SIDS初期評価プロファイル

ギ酸とギ酸エステル（環境）（64-18-6、141-53-7、540-69-2、544-17-2、590-29-4、20642-05-1、107-31-3）
59
2012年　1月号　目次

Ⅰ. 国内省庁等の動向
１．経済産業省、環境省
01)　「国際化学物質管理会議（ICCM）に関する公開作業部会（OEWG）第1回会合」の結果について

1

2．経済産業省
02)　 「ナノ物質の管理に関する検討会」の設置について

3

3．厚生労働省
03)　平成２３年度化学物質のリスク評価検討会の議事次第、配布資料を公表

4

04)  平成２３年度化学物質の健康障害防止措置に係る検討会の議事次第、配布資料、議事録を公表

6

05)　平成２２年度　石綿による疾病に関する労災保険給付などの請求・決定状況まとめ（確定値）

9

4.　環境省

06)　「水銀に関する条約の制定に向けた政府間交渉委員会第３回会合」の結果について（お知らせ）
10

Ⅱ. ニュース
＜ナノ材料＞
01)　欧州委員会　今後の規制の基礎としてナノ材料の定義を発表
12

02)　欧州委員会共同研究センターと欧州科学アカデミー諮問委員会　ナノ材料のヒトの健康に関して、更に研究するよう要請した報告書を発表
13

03)　欧州委員会　REACH規則下でナノ材料を取り扱うための勧告案を発表
14

04)　米国政府　ナノテクノロジーに関する環境・健康・安全研究戦略の最新版を発表
15

＜フタル酸エステル＞
05)　オーストラリア政府　フタル酸ジエチルの最終評価報告書でボディーローションや保湿剤の使用を強く懸念
15

＜ホルムアルデヒド＞
06)　米国国立環境衛生研究所　ホルムアルデヒドが幼児期の下気道感染症の増加に関連すると発表

16

＜リン系難燃剤＞
07)　米国カリフォルニア州　発がん性物質のリストに、リン酸トリス（1,3-ジクロロ-2-プロピル）を追加することを発表
16

＜リン系洗剤＞
08)　欧州連合加盟国　リン酸塩系洗剤の制限に合意
17

＜トリクロサン＞
09)　欧州一般裁判所　食品接触用トリクロサンの販売禁止を課した欧州委員会決定を無効とした判決を発表
18

＜グライム＞
10)　米国自動車メーカー等　環境保護庁にグライム類除外に関する重要新規利用規則の明確化を要請
18

＜北米動向＞
11)　米国下院　化学物質の統合的情報システム（IRIS）に関する公聴会を実施
19

12)　カナダ　DEHA等4種の物質を有害性指定する提案を発表
20

13)　米国産業界　溶媒免除案は対象とする物質と業界を更に追加すべきと主張
21

14)　米国国家毒性プログラム　発がん性物質報告書に関するプロセス変更を検討中
21

＜欧州動向＞
15)　欧州議会議員　有害化学品に対して一層の消費者保護を求めた
22

＜その他の情報＞
23
こらむ 「「thirdhand smoke」、第3のタバコの害について」
25

Ⅲ．論文紹介
A．　　ナノ粒子に関わる研究  　2題
01) レーザー印刷装置から放出された微粒子および超微粒子の蛍光X線分析
27

02) 金属ニッケルおよびニッケル酸化物ナノ粒子へばく露したヒト肺上皮細胞におけるニッケルの生物学的利用能、細胞内代謝およびHIF-1α 活性化
27

B．　環境毒性に関わる研究  ２題
03）ヒトにおいて認められた過フッ化酸の負荷に間接的ばく露は重大な原因か？
27

04) ポリ臭素化ジフェニルエーテル（PBDE）へ発生段階でばく露した成獣ラットにおける心血管反応性の変化と高浸透圧ストレス中の浸透圧調節
27

C．　内分泌かく乱物質に関わる研究  2題
05) 高摂食ばく露中のビスフェノールAの24時間ヒト尿および血清プロファイル
28

06) 混餌またはボーラスばく露によってビスフェノールAを投与されたマウスにおける血清ビスフェノールAの濃度比較

28

D．　その他一般研究  2題
07）ラット肝臓における細胞内鉄代謝を変化させる2－アセチルアミノフルオレン
28

08）アトラジンと乳がん：毒性学的および疫学的証拠のアセスメントの枠組み
28

Ⅳ．論文速報
29

Ⅴ．欧州の試験方法

はじめに
33

B35　　2世代生殖毒性試験
34

B36　　トキシコキネティクス
43

B37　　急性ばく露後の有機リン系物質の遅発性神経毒性
46

B38　　有機リン物質による遅発性神経毒性の28日反復投与試験
50

Ⅵ．SIDS初期評価プロファイル

ギ酸とギ酸エステル（ヒトの健康）
54

2011年　12月号　目次

Ⅰ. 国内省庁等の動向
１．経済産業省、環境省
01)　ストックホルム条約残留性有機汚染物質検討委員会第７回会合（ＰＯＰＲＣ７）の結果について
1

２．厚生労働省
02)　労働基準法施行規則第３５条専門検討会化学物質による疾病に関する分科会
2

03)　第8回石綿による疾病の認定基準に関する検討会資料を公表
3

－その他－
3

Ⅱ. ニュース
＜ナノ材料＞
01)　オーストラリア政府　６種のナノ物質に関する毒性・健康影響の報告書を発表
4

＜ビスフェノールＡ（BPA）＞
02)　米国食品医薬品局　哺乳瓶、幼児用カップでのBPA禁止を提案する予定
5

＜ノニルフェノール＞
03)　米国環境保護庁　ノニルフェノールエトキシラート（NPE）の代替評価案を発表
5

＜スチレン＞
04)　米国スチレン産業界　スチレンの毒性分類に関して、国家科学アカデミーのレビューを求めた
6

＜ジオキサン＞
05)　米国環境保護庁　1,4-ジオキサンに関して、新規の吸入ばく露研究を加えた毒性レビューを発表
7

＜トリクロロエチレン＞

06)　米国環境保護庁　トリクロロエチレンに関するヒト健康影響の評価情報を更新
7

＜カドミウム＞
07)　米国消費者製品安全委員会　子供用製品中のカドミウムの規制に関してコメントを発表
8

＜国際動向＞
08)　OECD　優先度の高い業種を記載した排出シナリオ文書に関する報告書を発表
8

＜北米動向＞
09)　米国下院議員　動物毒性試験は効率性と有効性の点で時代遅れであるとコメント
10

10)　米国環境保護庁　抗菌製品に関するテストガイドライン案を発表
10

11)　米国環境保護庁　オゾン層に関する許容できる代替物質として、6種の物質を新たに承認
10

12)　米国共和党議員　環境保護庁に統合的リスク情報システム（IRIS）を一時中断するよう要請
11

13)　米国環境保護庁　内分泌かく乱物質スクリーニングの証拠の重み法に関する手引きを発表
12

＜欧州動向＞
14)　欧州連合　内分泌かく乱物質のアセスメント研究の発表を延期
13

15)　欧州化学品庁　生殖毒性試験に関する決定を欧州委員会に要求
13

16)　欧州議会　抗菌製品の規制を厳しくすることを採決
13

＜その他の情報＞
15

こらむ　　タバコの警告表示の国際的な最前線
18

Ⅲ．論文紹介
A．　ナノ粒子に関わる研究  　3題
01) 工業用ナノ粒子のばく露アセスメントのための概念モデル
20

02) ナノ技術に基づく消費者スプレー製品に由来する合成ナノ粒子ばく露のポテンシャル
20

03) キイロショウジョウバエの発生、繁殖活動、および生存率に対する銀および二酸化チタンナノ粒子の異なる毒性：サイズ、被覆および抗酸化事象
20

B．　環境毒性に関わる研究 　　2題
04）事務室環境におけるPBDE類へのばく露：室内塵、ハンドワイプおよび血清間の関係の評価
20

05）工場地域近くの気相および粒子相の大気多環芳香族炭化水素に関連したリスクアセスメント
21

C．　内分泌かく乱物質に関わる研究  2題
06) ラットにおける[14C]ビスフェノールAのin vivo およびex vivo経皮吸収：ヒト吸収への外挿の可能性？
21

07)  Sprague Dawley ラットの成獣、新生児、および胎児組織中のビスフェノールAの分布
21

D．　その他一般研究  1題

08) マウスにおけるPCBへの in uteroおよび授乳期ばく露：成長産出仔が示すCyp1a2 および Ahr遺伝子型に依存する学習および記憶能力の変化
21

Ⅳ．論文速報
22

Ⅴ．安全性データおよび物質リスト
日本産業衛生学会：2011年　許容濃度等の勧告
26

Ⅵ．欧州の試験方法
はじめに
29

B．32　発がん性試験
30

B．33　慢性毒性／発がん性併合試験
35

B．34　1世代生殖毒性試験
41

C．3　 淡水性の藻類および藍藻類、阻害試験
45

Ⅶ．SIDS初期評価プロファイル

１）けい酸エチル類（78-10-4、11099-06-2、68412-37-3）
56

２）p-アミノフェノール（123-30-8）
60

2011年　11月号　目次

Ⅰ. 国内省庁等の動向

１．経済産業省、厚生労働省

01)　化学物質審議会安全対策部会評価手法検討小委員会（第５回）の配付資料を公表
 1 

２．環境省

02)　第３回ＳＡＩＣＭアジア太平洋地域会合等の結果について（お知らせ）
1 

03)　第5回日中韓における化学物質管理に関する政策ダイアローグの結果について（お知らせ）
3 

04)　大規模出生コホート調査に関する国際作業グループについて（お知らせ）
5 

その他
7 

Ⅱ. ニュース

＜ナノ材料＞

01)　ドイツ諮問機関　ナノ材料の予防策に関する報告書を発表
8 

＜ビスフェノールＡ＞

02)　米国カリフォルニア州議会　哺乳瓶と幼児用飲料カップ等でBPAを禁じる法案を承認
9 

03)　米国国立環境衛生研究所　BPAが性的選抜形質の発現に有害な影響を及ぼすとした研究結果を発表
10 

＜フタル酸エステル＞

04)　スウェーデン化学品庁　玩具から許容量を超えるフタル酸エステルが検出されたことを報告
11 

05)　米国環境保護庁　フタル酸エステル類の代替の議論を開始
11 

＜難燃剤＞

06)　欧州委員会　欧州のほとんどの難燃剤データは不十分であるとした研究報告書を発表
12 

07)　米国国立環境衛生研究所　ハロゲン化BPA難燃剤に関する研究結果を発表
13

＜ダイオキシン＞

08)　米国環境保護庁　ダイオキシンアセスメントの完了スケジュールを発表
14 

＜過塩素酸塩＞

09)　米国環境保護庁　飲料水中の過塩素酸塩の規制に関して中小企業の意見を求める
14 

＜北米動向＞

10)　米国国立労働安全衛生研究所　発がん性の分類、推奨ばく露限度の確立に関して、情報を求めた
15 

11)　米国ミシガン州製造業者　鉛の開示規則違反により30万ドルを支払うことに合意
16 

12)　米国環境保護庁　化学品の優先順位を討論するためのオンラインセミナーを実施
16

13)　カナダ　29種の場所限定化学品に規制措置は講じないと発表
17

＜欧州動向＞

14)　欧州委員会　内分泌かく乱物質に対するEU戦略の第4次報告書を発表/異なる物質の累積的影響の評価を強化することを表明
18
15)　欧州委員会　優先物質について新しい環境水質基準を検討中
18

16)　欧州委員会　2013年の化粧品動物試験禁止に関する選択肢を検討中
19
＜その他の情報＞
21
こらむ

「携帯電話と発がん性」
23

Ⅲ．論文紹介

A．　ナノ粒子に関わる研究  　2題

01)  プラチナナノ粒子およびそれらの細胞内取り込みと非細胞毒性濃度でのDNAプラチネーション
26 

02)   急性期応答遺伝子の誘導、炎症カスケード、およびミクロRNAにおける変化を含む表面被覆二酸化チタンナノ粒子に対する肺反応：トキシコゲノミック試験
26 

B．　環境毒性に関わる研究  3題

03）ローバストなmRNA転写反応にもかかわらずベンゾ（a）ピレンによる処理後の成獣マウス肝臓におけるmicroRNA発現における変化の欠如
26 

04)  米国における妊娠女性における環境化学物質：NHANES 2003－2004の調査
26 

05） 体外受精の結果に関するポリ塩化ビフェニルの血清濃度
27 

C．　内分泌かく乱物質に関わる研究  1題

06）ビスフェノールA処理ラットの前立腺におけるクラスタリンの上方制御および精子におけるDNA損傷および培養ヒト前立腺細胞におけるDNA付加体の形成 
27 

D．　その他一般研究  2題
07)  2,3,7,8－テトラクロロジベンゾパラダイオキシン(TCDD)へばく露した作業者の体液免疫に対する長期影響
27 

08）二次胆汁酸、デオキシコール酸塩の発がん性
27 

Ⅳ．論文速報
28 

Ⅴ．欧州の試験方法

はじめに
32 

B.30　慢性毒性試験 
33 

B.31　出生前発生毒性試験
39 

C.23  土壌中における好気的および嫌気的変換 
46 

C.24  水生底質系における好気的および嫌気的変換
56
Ⅵ．SIDS初期評価プロファイル

１）ジメチルスルホキシド（67-68-5）
66

２）アセトアルデヒド オキシム（107-29-9）
69

2011年　10月号　目次
Ⅰ. 国内省庁等の動向
１．環境省
01)　 平成22年度アスベスト大気濃度調査結果について（お知らせ）
 1 

02)　 揮発性有機化合物（VOC）の排出抑制対策を支援するためのパソコン用ソフト（EVABAT：エババット）の試験運用について～排出抑制の見える化できます～（お知らせ）
 5 

03)　 平成22年度オゾン層等の監視結果に関する年次報告書について（お知らせ）
 7 

２．（独）製品評価技術基盤機構（NITE）

04)　平成21年度に厚生労働省・環境省が実施した約370物質のGHS分類結果を公開
８

その他

 9 

Ⅱ. ニュース
＜ナノ材料＞

01)　英国　河川環境中のナノ銀濃度は低いとする研究結果を発表

 10 

＜ビスフェノールA（BPA）＞
02)　米国環境保護庁　BPAに関する毒性試験と環境サンプリングを検討

 11 

03)　米国コネチカット州　BPA含有感熱紙レシートを禁止する議案を可決した

 11 

＜フタル酸エステル＞
04)　米国消費者製品安全委員会　フタル酸エステル試験を含む子ども玩具の第三者標準試験要件を承認／試験の施行は今年末まで延期

 12 

＜ポリ塩素化ナフタレン＞
05)　カナダ　ポリ塩素化ナフタレンを毒性物質として指定することを提案

 12 

＜クレオソート油＞
 12 

06)　欧州委員会　クレオソート油の産業利用を厳しくすることを発表

 13 

＜ニッケル＞
07)　欧州裁判所　ニッケル化合物の現在の分類を支持

 13 

＜北米動向＞
08)　米国環境保護庁　オゾン層破壊物質のエッセンシャルユースの許容申請を要請

 14 

09)　米国政府アカウンタビリティ局　環境保護庁の飲料水安全法の実施状況を批判

 15 

10)　米国環境保護庁の監査官　環境保護庁の自発的化学物質評価プログラムは、子どもの健康保護の目標を達成しなかったと報告

 16 

11)　米国諮問機関　シェールガス掘削のおける環境保護・安全に関して、使用化学物質の開示等の改善を提案

 16 

12)　米国環境保護庁　環境適合設計(DfE)代替物評価プログラムの下で、ヒト・環境の影響を評価予定

 17 

＜欧州動向＞
13)　欧州食品安全局　食品接触の非プラスチック材料に関する報告書を発表
 18 

14)　欧州連合　バイオモニタリングを進行中／ドイツが試験を開始

 19 

15)　ドイツ欧州議会議員　バイオサイド承認のルール改訂計画に関して提案

 20 

16)　欧州環境庁　水中有害物質の健康影響に関する新しい報告書を発表

 20 

＜その他の情報＞
 22 

こらむ　「アスファルトは発がん性物質か？」

 24 

Ⅲ．論文紹介
A．　ナノ粒子に関わる研究  　3題
01) 　合成ナノ粒子の最近の毒性学的知見の概要

 26 

02) 　生物適合性ゲランガム還元金ナノ粒子：細胞内取り込みおよび亜急性経口毒性

 26 

03）　吸入ばく露後の無機物質の発がん性ポテンシャルと比較したナノ材料のin vitro 遺伝毒性データ

 26 

B．　環境毒性に関わる研究  1題
04)　フランスの6工場におけるジ（2エチルヘキシル）フタラートばく露の生物学的モニタリング：　　野外試験

 26 

C．　内分泌かく乱物質に関わる研究  2題 

05)　 魚類アーリーライフステージにおけるアンドロゲンおよびエストロゲンばく露に関する試験のレビュー：遺伝子および性分化のホルモン制御への影響

 27 

06)　食品包装とビスフェノールAおよびビス（2エチルヘキシル）フタラートばく露：食事介入による調査結果

 27 

D．　その他一般研究  2題 

07) 　A/JおよびC57BL/6Jマウスにおけるステンレス金属の被覆アーク溶接煙霧へのばく露後の肺腫瘍産生と組織内金属分布

 27 

08)　チェルノブイリ原発事故に関連したウクライナにおける甲状腺がん事象に対するヨウ素131の用量反応

 27 

Ⅳ．論文速報

 28 

Ⅴ．安全性データおよび物質リスト 

ドイツDFG：”2011 MAK and BAT Value List” の変更または新規収載物質

 32 

Ⅵ．欧州の試験方法 

はじめに

 34 

B.28 亜慢性経皮毒性試験：げっ歯類を用いた90日間反復経皮投与試験

 35 

B.29 亜慢性吸入毒性試験：げっ歯類を用いた90日間反復吸入投与試験

 39 

C.21 土壌微生物：窒素変換試験

 44 

C.22 土壌微生物：炭素変換試験

 51 

Ⅶ．SIDS初期評価プロファイル 

１）メテナミン（100-97-0）

 58 

２）リン酸（7664-38-2）
61
2011年　9月号　目次

Ⅰ. 国内省庁等の動向
１．経済産業省、環境省
01)　フロン回収・破壊法に基づく平成２２年度のフロン類の破壊量の集計結果について
1

２．厚生労働省
02）「化学物質のリスク評価検討会報告書」取りまとめ
　　「インジウム化合物」など３物質で労働者の健康に高いリスク、健康障害防止措置を今後検討
4

３．環境省
03)　「化学物質ファクトシート2011年版」の公表について
9

04)　 『日本人におけるダイオキシン類の蓄積量について』パンフレットの作成について
11

Ⅱ. ニュース
＜ナノ材料＞
01)　オランダ　欧州委員会にナノ材料の法的枠組みを提案するよう求めた
12

02)　米国食品医薬品局　ナノ材料を含む製品あるいは規制に関連する現在の考え方についての指針案を発表
13

＜ビスフェノールＡ（BPA）＞
03)　米国デラウェア州　BPAを含有する子供用製品の販売を禁止
14

04)　デンマーク政府　レシートとおしゃぶり中のBPAは、重要なリスクを引き起こさないと報告した
14

＜フッ素化ガス＞
05)　ドイツ連邦環境局　フッ素化温室効果ガスの代替を進めていると報告
15

＜ダイオキシン＞
06)　米国科学者　ダイオキシンのばく露可能性の議論を拡大
15

＜ＰＣＢ＞
07)　米国国立環境衛生化学研究所　PCBが体外受精を妨げる可能性がある研究結果を発表
16

＜りん酸塩＞
08)　欧州委員会　洗剤中のリン酸塩の制限を提案／食器洗い機用まで制限を拡大する

17

＜北米動向＞
09)　米国上院委員会　環境保護庁に病気原因となる有害性物質の調査を指令する法案を承認
17

10)　米国国立環境衛生科学研究所　乳房組織の発達を変える可能性がある化学品リスクに関する研究を発表
17

11)　米国環境保護庁　化学物質情報へのアクセス改善として、毒性予測データベース（ToxCastDB）と化学物質ばく露研究のデータベース（ExpoCastDB）を発表
18

12)　米国上院議員　水資源への水圧破壊の影響を研究するよう政府に要求
19

13)  米国国立環境衛生科学研究所　BPA、DEHPを低減する食事介入に関する研究結果を発表
19

＜欧州動向＞
14)　欧州議会委員　バルト海での汚染魚の販売中止を求めた
20

15)　欧州委員会　化学品混合物の毒性及びアセスメントに関する予備的見解を発表
21

＜その他の地域の動向＞
16)　インド　化学物質試験基準に適合／OECD加盟国とのデータ共有が可能
22

＜その他の情報＞
23

こらむ　「夜の照明と乳がん」
25

Ⅲ．論文紹介
A．　ナノ粒子に関わる研究  　3題
26

01)  非分散二酸化チタンナノロットへの気管内ばく露後の肺反応の毒性学的評価
26

02)  ヒト肺がん細胞株A549における銀ナノ粒子の細胞毒性および遺伝毒性
26

03)  ナノ毒性学：in vitro試験は有効な代替法であるかどうかについての展望と考察
26

B．　環境毒性に関わる研究  2題
04)  ニジマスのベンゾ「a」ピレンおよびベンゾ「e」ピレンの亜慢性処理期間におけるチトクロームP4501Aの低下した活性と酸化ストレスからの回復
26

05)　魚類細胞株（RTG-2）におけるポリ塩化ビフェニル（PCB153,138,101,118）の遺伝毒性影響
27

C.　内分泌かく乱物質に関わる研究　1題
06)  in vitro抗アンドロゲン物質であることが明らかになった、これまでに内分泌活性が未知の広く使用されている農薬
27

D．　その他一般研究  2題
07）ヒト発がんにおける酸化ストレスの役割およびDNA損傷
27

08)　ガラス繊維ばく露とヒト呼吸器系がんリスク：2001年IARC再評価以来続く証拠不足
27

Ⅳ．論文速報
28

Ⅴ． EPAの化学物質毒性レビュー
レビュー化合物：尿素（57-13-6）
32

Ⅵ．安全性データおよび物質リスト
 　  NTP：第12次発がん性物質報告（12th RoC：Report on Carcinogens）
37

Ⅶ．欧州の試験方法
はじめに
42

B.26　亜慢性経口毒性試験：げっ歯類における反復投与90日間経口毒性試験
43

B.27　亜慢性経口毒性試験：非げっ歯類における反復投与90日間経口毒性試験
49

C.20　オオミジンコ繁殖試験
55

Ⅷ．SIDS初期評価プロファイル
１）乳酸（50-21-5）
64

２)　1-クロロ-2,3-エポキシプロパン（106-89-8）
67

2011年　8月号　目次

Ⅰ. 国内省庁等の動向
１．厚生労働省
01)　平成２２年度化学物質のリスク評価検討会の議事次第、資料、議事録を公表
1

02)　第２回 職場におけるリスクに基づく合理的な化学物質管理の促進のための検討会
4

03)　第６回 石綿による疾病の認定基準に関する検討会議事録を公表
5

２．環境省
04)　 ジフェニルアルシン酸(DPAA)等のリスク評価第２次報告書について（お知らせ）
5

Ⅱ. ニュース
＜ナノ材料＞
01)　オーストラリア　カーボン・ナノチューブに関する報告書を発表
7

02)　米国政府　ナノテクノロジー規則に関して科学主体のアプローチを奨励
7

＜ビスフェノールA（BPA）＞
03)　米国研究　米国の缶食品から、BPAが検出されたことを報告
8

04)　米国オレゴン州議会　BPAの法案を再導入
9
＜臭素化難燃剤＞
05)　欧州食品安全局　食品中のポリ臭素化ジフェニルエーテルに関する科学的見解を発表
9

＜水銀＞
06)　米国バーモント州　水銀含有電球の回収を進行中
10

07)　欧州委員会　水銀廃棄物の一時保管に関する法制案を提出
10

＜アスベスト＞
08)　カナダ首相　アスベスト輸出を禁止しないと発言
11

＜国際動向＞
09)　欧州とオーストラリア　化学品管理活動で連携することを発表
11

＜北米動向＞
10)　米国保健福祉省　発がん性物質報告書を発表
12

11)　米国環境保護庁　製造業者で試験された化学品の健康及び安全性の試験内容を発表
13

12)　米国国立衛生科学研究所　妊娠女性のばく露評価を行った新規の研究を発表
13

＜欧州動向＞
13)　欧州委員会　3種の難分解性有機汚染物質（PBDEs、PFOS、PeCB）の限度値を提案予定
14

14)　欧州連合　内分泌かく乱物質に関する中間報告書を発表
14

15)　欧州委員会　化粧品の動物試験の代替に関する専門家報告書を発表
15

16)　欧州化学品庁　化学品の消費者意識に関する報告書を発表
15

＜その他の情報＞
17

こらむ　「ミツバチの大量失踪の謎」
19

Ⅲ．論文紹介
A．　　ナノ粒子に関わる研究  　3題
01) アフリカツメガエルに対するFe2O3、TiO2、 ZnOおよび CuOナノ材料の急性影響
21

02) ヒト末梢血リンパ球におけるDNA損傷を誘発しないナノサイズ二酸化チタン粒子
21

03) ナノ粒子カーボンブラックへばく露したFE1-MUTATMMouse肺上皮細胞の突然変異スペクトル
21

B．　環境毒性に関わる研究  1題
04) 都市部の道路粉塵における多環芳香族炭化水素の測定：ヒト健康への影響
21

C．　内分泌かく乱物質に関わる研究  1題
05）ビスフェノールAの1日摂取量およびばく露の潜在的発生源：2005‐2006年国民健康栄養調査
22

D．　その他一般研究  3題
06)  28年以上の間隔を置いて測定された元コンデンサー作業者におけるPCBコンジナーの半減期の推定
22

07）美術品の保存および修復分野におけるシクロドデカンばく露
22

08) 多発性骨髄腫と6種塩素系溶媒の職業的ばく露間の関連性
22

Ⅳ. 論文速報
23

Ⅴ．EPA既存化学品アクションプラン（その10）
安全性関連情報
トルエンジイソシアナート（TDI）及び関連化合物のアクションプラン
27

Ⅵ．欧州の試験方法
はじめに
35

B.23　哺乳動物の精原細胞染色体異常試験
36

B.24　マウススポット試験
42

B.25　マウス遺伝的転座試験
45

C.16  ミツバチ－急性経口毒性試験
49

C.17  ミツバチ－急性接触毒性試験
53

Ⅶ．SIDS初期評価プロファイル
１）　4-アミノ-5-ヒドロキシナフタレン-2,7-ジフォスフォン酸モノナトリウム塩（5460-09-3）
57

２）　1,2-ジヒドロアセナフチレン（83-32-9）
59

2011年7月号　目次
Ⅰ. 国内省庁等の動向
１．厚生労働省
01)　平成22年度第１回化学物質のリスク評価検討会の議事次第と資料を公表
1

02)　平成22年度化学物質のリスク評価検討会（第２回ばく露評価小検討会）の議事録を発表
2

２．環境省
03)　POPs条約第５回締約国会議（COP5）の結果について（お知らせ）
2

04)　微量のPCBを含む廃棄物の焼却実証試験（平成22年11月～23年１月実施分）の実施結果について（お知らせ）
4

05)　絶縁油中の微量ＰＣＢに関する簡易測定法マニュアル（第３版）について（お知らせ）
6

3.（独）製品評価技術基盤機構（NITE）
06)　平成21年度に厚生労働省・環境省が実施した約370物質のGHS分類結果を公開
７

Ⅱ. ニュース

＜ナノ材料＞

01)　ドイツ連邦リスクアセスメント研究所　ナノ銀の健康リスクの不完全なデータ状況を確認
8
02)　米国国立労働安全衛生研究所　ナノ粒子を含む二酸化チタンのばく露限度を推奨
9

＜ビスフェノールA＞

03)　スウェーデン　BPAの調査、代替を推進
10

＜フタル酸エステル＞
04)　米国化学工業協会　環境保護庁に、フタル酸エステルのアクションプランの事実の誤りに対応する様求めた
10

05)　デンマーク　複合影響に基づき、4種のフタル酸エステルの禁止を提案
11

＜ホルムアルデヒド＞
06)　米国労働安全衛生局　ホルムアルデヒド放出の可能性があるヘアスムージング用・ストレートニング製品に関して、美容院オーナー・作業者に対するハザード警告を発表
11

＜クロム＞
07)　米国　環境保護庁の六価クロム健康ハザードのアセスメント案を審査する
13

＜トリクロサン＞
08)　米国洗浄剤協会　環境団体から提出されたトリクロサン禁止令を拒否する様、環境保護庁に要請
13

＜アスベスト＞
09)　米国環境保護庁　モンタナ州で検出された特定のアスベスト毒性評価案を発表
14

＜PCB＞
10)　米国国立環境衛生科学研究所　PCBの健康影響が数世代にわたり持続する可能性があるとした研究結果を発表
16

＜ダイオキシン＞
11)　米国国立環境衛生科学研究所　ダイオキシンばく露が成人男性の精子の質低下に関連づけた研究結果を発表
17

＜ブタジエン＞
12)　米国国立環境衛生科学研究所　1,3-ブタジエンがエピジェネティック損傷を誘発する可能性を示唆
18

＜酸化亜鉛＞
13)　スウェーデン　酸化亜鉛含有の防汚塗料を禁止する予定
19

＜国際動向＞
14)　ブラジル　化学品安全データの相互受け入れに関するOECDの協定に参加
19

15)　米国民主党議員　水圧破砕製品について詳述した新しい報告書を発表
20

＜北米動向＞
16)　米国環境保護庁　4種の物質の統合的リスク情報システムのアセスメントに取り組む実行計画を発表
21

17)　米国環境保護庁　上水の枠組みを発表
22

18)　米国監査官　米国環境保護庁の内分泌かく乱スクリーンニングプログラムは、タイムリーな結果を確保する管理を確立すべきであると報告した
23

＜その他の情報＞
25

こらむ

　　ビスフェノールAの海外の動向
27

Ⅲ．論文紹介
A．　ナノ粒子に関わる研究  　1題
01)　ヒト末梢血リンパ球におけるDNA損傷を誘導しないナノサイズ二酸化チタン粒子
28

B．　環境毒性に関わる研究  2題
02)　ヒト母乳におけるPCDD/Fs およびダイオキシン-様 PCBと乳児1日摂取量の推定：レビュー
28

03)　 妊娠期間中のポリ塩化ビフェニル（PCB）、 水酸化PCB代謝物およびペンタクロロフェノール（PCP）の血清中濃度の変化
28

C．　内分泌かく乱物質に関わる研究  2題
04)　アカゲザルおよびマウスにおけるビスフェノールAの薬物動態の類似性：ヒトばく露との関連性
28

05)　プロスタグランジン合成を阻害する多くの推定内分泌かく乱物質
29

D．　その他一般研究  3題
06)　in vitroでの培養ヒト上皮A549肺細胞における3つの選択されたブラックトナー粉末およびそれらのジメチルスルホキシド抽出物の遺伝毒性作用
29

07)　クローン病と結びついた炎症を軽減するTCDDによるアリール炭化水素受容体活性
29

08)　 化学的複合食品マトリックスの安全性アセスメントのための毒性学的懸念の閾値（TTC）概念の適用
29

Ⅳ．論文速報
30

Ⅴ．EPA既存化学品アクションプラン（その9）安全性関連情報
メチレンジフェニルジイソシアナート及び関連化合物のアクションプラン
34

Ⅵ．欧州の試験方法
はじめに
42

B19　 in vitro  姉妹染色分体交換試験
43

B20　キイロショウジョウバエにおける伴性劣性致死試験
46

B21　in vitro 哺乳動物細胞形質転換試験
49

B22　げっ歯類優性致死試験
52

C15  魚類、胚および前期仔魚期に関する短期毒性試験
55

Ⅶ．SIDS初期評価プロファイル
１）　トリフェニルメチルクロリド（76-83-5）
63

２）　2-エチルアントラセン-9,10-ジオン（84-51-5）
65

３）　1,2-ベンゼンジカルボン酸　ジ-C7-11-分岐および直鎖アルキルエステル類（68515-42-2）
67

2011年　6月号　目次

Ⅰ. 国内省庁等の動向
１．厚生労働省
01)　第１回　職場におけるリスクに基づく合理的な化学物質管理の促進のための検討会の議事次第と資料を公表
1

02)　平成22年度第３回化学物質のリスク評価に係る企画検討会の議事次第と資料を発表
2

03)　平成22年度化学物質のリスク評価検討会（第２回ばく露評価小検討会）の議事録を発表
2

２．環境省
04)　「フロン類等対策の現状と課題及び今後の方向性について（中間整理）」について（お知らせ）
3

05)　「ダイオキシン類基準不適合土壌の処理に関するガイドライン」の公表について（お知らせ）
5

Ⅱ. ニュース
＜ビスフェノールA（BPA）＞
01)　米国国立環境衛生科学研究所　BPAの代謝作用はヒトと動物で類似しており、ヒトのBPAへのばく露は以前の評価より大きいとする研究結果を発表
6

02)　米国オレゴン州上院　乳幼児用食品・飲料容器の制限等を含むBPA法案を可決
7

03)  米国メリーランド州議会　乳幼児用調製乳容器のBPA含量を制限することを可決
7

＜ナノ材料＞
04)　世界保健機構　労働者をナノ材料から守る指針の策定を発表
8

＜フタラート＞
05)　ドイツ連邦環境局　フタラート可塑剤のデータを受け、懸念されるフタラートを含有しない製品を購入すべきであるとコメントした
8

＜カドミウム＞
9

06)　米国環境保護庁　カドミウムの健康・安全データを求めるルール作りを進めている
9

07)  欧州　カドミウムの現在の耐容週間摂取量を維持することを発表
10
＜鉛＞
08)　欧州 健康および環境リスクに関する科学委員会　飲料水中の鉛削減は当然であると提言
10

09)　スウェーデン化学品庁　家庭用電子機器等に高濃度の鉛が検出されたことを発表
11
＜水銀＞
10)　EU理事会　欧州委員会に水銀に関する戦略強化を要請
11

＜アスベスト＞
11)　米国国立環境衛生科学研究所　アスベストと中皮腫のデータを解析した研究結果を発表
13

＜その他の物質＞
12)　米国国立環境衛生科学研究所　BPA、DEHPへのばく露は、包装食品からの摂取を制限することで低減した研究結果を発表
14

13)　欧州裁判所　ニッケルとホウ酸塩のハザード分類を支持
14

＜北米動向＞
14)　米国国立環境衛生科学研究所　家電ごみ中の発達神経毒性物質に関して警告した研究結果を発表
15

＜欧州動向＞
15)　 欧州化学品庁　アーティクル中のフマル酸ジメチル、宝飾品中の鉛及びその化合物を制限する意見を採用した
16
16)　欧州委員会　硝酸含有のトルコ製洗剤に関するドイツの禁止令に同意
17

17)　ドイツの研究　特定の環境放出カテゴリーの状況を評価
17

18)　欧州消費者安全科学委員会　トリクロサンのリスクアセスメントを発表
18

＜その他の情報＞
19
こらむ

「環境放射能セミナーに参加して」
22

Ⅲ．論文紹介
A．ナノ粒子に関わる研究  3題
01)　マウスにおける滴下注入された単層カーボンナノチューブ、クロシドライトアスベストおよび超微粒子カーボンブラックの比較プロテオミクスおよび肺毒性
26

02)　カーボンナノ繊維の遺伝毒性：カーボンナノ繊維は、カーボンナノチューブまたはアスベストよりも潜在的に多少危険か？
26

03)　金属酸化ナノ粒子の細胞毒性を予測するためのナノ-QSARの使用
26

B．　環境毒性に関わる研究  1題
04)　人為的影響下地域における水質を分析するゼブラフィッシュ(Danio rerio)の統合的生物学的反応
26

C．　内分泌かく乱物質に関わる研究  3題
05)　in vivoにおけるペルフルオロアルキル類のエストロゲン様活性とin vitroでのヒトおよびニジマスエストロゲン受容体の相互作用
27

06)  ラット視床下部の初期神経内分泌発達の出生前PCBかく乱
27

07)　ドイツにおける乳児食における内分泌をかく乱するノニル-およびオクチルフェノール：乳児のノニルフェノール多量の1日摂取量
27

D．　その他一般研究 1題
08)　げっ歯類発がん物質およびin vivo遺伝毒性物質の検出のためのAmes試験とin vitro小核試験で構成される十分な能力のある中核in vitro遺伝毒性バッテリー
27

Ⅳ．論文速報
29

Ⅴ．安全性データおよび物質リスト

IARCモノグラフ　Vol.101：
32

工業製品および消費者製品中の化学物質、食品汚染物質、水の塩素処理による副産物
Ⅵ．欧州の試験方法
はじめに
34

B17．変異原性－in vitro 哺乳動物細胞遺伝子突然変異試験
35

B18．DNA損傷および修復－不定期DNA合成－in vitro 哺乳動物細胞
42

C14．魚類稚魚成長試験
46

Ⅶ．OECD：HPV/SIDSプログラム
１．SIDS初期評価の動向
55

２．SIDS初期評価プロファイル
１）　2-ニトロプロパン（79-46-9）
57

２）　1,2-ベンゼンジカルボン酸、ビス(2-メトキシエチル)エステル（117-82-8）
59

2011年　5月号　目次

Ⅰ. 国内省庁等の動向
１．環境省
01)　平成21年度 地下水質測定結果について（お知らせ）
1

02)　平成21年度 大気汚染状況について（有害大気汚染物質モニタリング調査結果）
2
03)　「ＰＲＴＲデータ地図上表示システム」の公開について（お知らせ）
3
Ⅱ. ニュース
＜ナノ材料＞
01)　OECD　ナノ材料の環境・健康リスクに関する国際連携の最近5年間の結果を報告書で発表
5

02)　欧州委員会共同研究センター　コンピューターモデルを使用したナノ粒子毒性の研究を発表
5

03)　ドイツ ナノ材料の発がんリスクの見解を発表／ヒト発がん性として分類するには更に研究が必要
6

04)　欧州委員会共同研究センター　ナノ材料の欧州貯蔵所（European repository）を立ち上げ
6

＜ビスフェノールＡ（BPA）＞
05)　米国　BPAフリープラスチックからエストロゲン活性物質が検出されたとする研究を発表
7

06)　欧州委員会共同研究センター　哺乳瓶用のBPA代替品のリスク評価を開始
7

＜臭素化難燃剤＞
07)　 ウォルマート社　PBDEを使用した製品を販売しないことを決定
8

＜カドミウム＞
08)　米国　装飾品のカドミウムばく露で、子供は危険な状態にあることを示唆した研究
9

＜PCB＞
09)　米国研究　PCBは体外受精の可能性を減らすことが報告された
9

＜国際動向＞
10)　難分解性有機汚染物質を制限する努力が地球温暖化で弱体化されたと報告された
10

＜北米動向＞
11)　米国政府アカウンタビリティ局　化学品評価プログラムは依然として問題になる可能性が高いとコメント
11

12)　米国環境保護庁　化学品安全性に関する枠組みを提案
12

13)　米国国立環境衛生科学研究所　混合物ばく露のヒト健康影響を検討するための情報を要請
13

14)　米国　10000物質の毒性を試験する新規の高速ロボットスクリーニングシステムを発表
13

＜欧州動向＞
15)　欧州委員会共同研究センター　内分泌活性物質の情報ソースに関する現状をレビュー
14

16)　スウェーデン　環境中の有害物質を削減する2011～2014年までの国家アクションプランを発表
15

＜その他の情報＞
16
こらむ 「『直ちに影響を及ぼさない』の意味は？」
20
Ⅲ．論文紹介
A．ナノ粒子に関わる研究  2題
01) ラット気道における神経免疫反応に対する二酸化チタンナノ粒子ばく露の影響
22
02) ポリスチレンゴムナノ粒子の表面誘導化状態により決定されるin vitroヒト血小板凝集を引き起こす潜在力およびそのメカニズム
22
B．　環境毒性に関わる研究  2題
03) ベンゾ[a]ピレンに対する卵巣感受性：F-344ラットにおける代謝物およびDNA付加体の組織負荷
22
04) ペルフルオロ化合物(PFC)の免疫毒性ポテンシャルのin vitro評価
22
C．　内分泌かく乱物質に関わる研究  2題
05) UV吸収剤ベンゾフェノン-４によるゼブラフィッシュ自由胚体期およびオス成体におけるホルモン経路に関与した遺伝子転写の変化
23
06) 環境エストロゲンに関するニジマスのエストロゲン受容体結合親和性のコンピューター推定
23
D．　その他一般研究  2題
07) 乳がんにおける飲酒が促進するラット乳房組織におけるアセトアルデヒド蓄積および酸化ストレスの潜在的寄与度に関する詳細検討
23
08）DNA損傷表現型と前立腺がんリスク
23
Ⅳ．論文速報
24
Ⅴ.　安全性データおよび物質リスト
ACGIH：2011 TLVs & BEIsの動向
28
Ⅵ．欧州の試験方法
はじめに
30
B15.　変異原性試験および発がん性遺伝子突然変異のスクリーニング－酵母SACCHAROMYCES CEREVISIAE
31
B16.　有糸分裂組み換え－酵母SACCHAROMYCES CEREVISIAE
34
C13.　生物濃縮: 流水式魚類試験
37
2011年　4月号　目次

Ⅰ. 国内省庁等の動向

１．経済産業省、環境省

01)　平成２１年度ＰＲＴＲデータの公表等について
　－化学物質の排出量・移動量の集計結果の概要等－
1

2．環境省

02)　平成21年度臭素系ダイオキシン類排出実態等調査結果について（お知らせ）
3

Ⅱ. ニュース

＜ナノ材料＞

01)　米国国立労働安全衛生研究所　カーボンナノチューブ・ナノファイバーのばく露限度等を推奨する手引書を発表
5

＜ペルフルオロ化合物＞

02)　OECD　ペルフルオロ化合物の世界全体の使用と放出に関するデータを発表
6

03)　欧州食品安全局　食品中のペルフルオロアルキル化合物の濃度データを発表

／狩猟動物、魚介類でペルフルオロアルキル化合物は高濃度
7

＜過塩素酸塩＞

04)　米国カリフォルニア州　飲料水中の過塩素酸塩濃度を厳しくすることを提案
9

05)　米国環境保護庁　飲料水中に含まれる過塩素酸塩他16物質を規制することを計画
10

＜水銀＞

06)　米国　輸入美白化粧品中の無機水銀に対応する
11

＜臭素酸塩＞

07)　欧州委員会共同研究センター　飲料水中の臭素酸塩に関する新しい測定法を支持
11

＜その他の物質（ニッケル、アクロレイン、シロキサン）＞

08)　欧州委員会共同研究センター　ニッケル粒子が肺細胞に悪影響を与えた研究結果を発表
12

09)　米国　アクロレインの神経障害として多発性硬化症疾患の可能性を示唆
13

10)　カナダ環境省　産業界に、オクタメチル-シクロテトラシロキサンの汚染防止計画の実施を要求
14

＜北米動向＞

11)　米国　糖尿病・肥満の進行に及ぼす環境化学物質の影響が討論された
14

12)　カナダ政府　石油・精製油ガスに関する有害性の指定を提案
15

13)　米国研究者　消費者用芳香製品の揮発性有機化合物を調査した結果を報告
16

＜欧州動向＞

14)　デンマーク環境保護庁　洗剤中の化学物質の調査結果を報告／消費者・環境には重大な健康リスクはもたらさないと結論
17

15)　欧州委員会共同研究センター　水政策枠組み指令のもとで、汚染物質をリストアップする新方法を試験したと発表
18

＜その他の情報＞
18

こらむ　「化学物質の規制はバランスの問題？」
21

Ⅲ．論文紹介

A．ナノ粒子に関わる研究  2題

01) 単純な実験的微生物食物連鎖におけるセレン化カドミウム量子ドットの生物濃縮
23

02）スイス-ウェブスターマウスにおける官能化単層カーボンナノチューブの生化学および組織病理学的評価
23

B．環境毒性に関わる研究  1題

03) ポリ塩化ビフェニル類複合混合物の子宮内および授乳期ばく露：Cyp1a2 および Ahr遺伝子型に依存する仔動物における毒性
23

C．内分泌かく乱物質に関わる研究  2題

04) ビスフェノールAの卵胞成長を障害およびステロイド合成を阻害、ならびにエストラジオール生合成経路における律速酵素の下方制御
23

05) オス胚細胞におけるベンゾ(a)ピレン誘導遺伝子突然変異の評価
24

D．その他一般研究  3題

06) ホルムアルデヒドおよびリンパ造血系がん：2つの最近の試験のレビュー
24

07）テトラヒドロフランの2年間吸入発がん性試験に由来するオスF344ラットの腎臓における組織病理学的変化：病理学ワーキンググループのレビューおよび再評価
24

08) REACHの下でのリスクアセスメントにおける読み取り法および段階的ばく露アセスメントの使用　―　段階的導入物質における事例研究
24

Ⅳ．論文速報
25

Ⅴ． EPAの化学物質毒性レビュー

レビュー化合物：シアン化水素およびシアン化物の塩
30

Ⅵ.　欧州の試験法

はじめに
39

B.13/14　変異原性：細菌を用いる復帰変異試験
40

C.11. 生分解　活性汚泥呼吸阻害試験
47

C.12. 生分解　修正SCAS試験
52

2011年　3月号　目次

Ⅰ. 国内省庁等の動向
１．厚生労働省
01)　ドイツにおける鶏肉・鶏卵・豚肉のダイオキシン汚染について
1

２．環境省
02)　化学物質の環境リスク初期評価（第９次とりまとめ）の結果について
2

03)「第４回東アジア地域の非意図的生成POPs削減に関するワークショップ」の結果について

（お知らせ）
7
Ⅱ. ニュース
＜ビスフェノールＡ（BPA）＞
01)　米国マサチューセッツ州　BPA含有の子供用飲食品容器の禁止を承認
9

02)　米国環境保護庁　BPA試験に関する規則制定案の事前通告をホワイトハウスへ提出
9
＜ナノ材料＞
03)　米国環境保護団体　ナノテクノロジーのクリーンエネルギー革命に反発する報告書を発表
10

＜フッ化物＞
04)　米国　フッ化物に関する新しい科学評価と対応を発表／虫歯予防の利点を維持しつつ、過剰なばく露を予防する
12

05)　米国　DuPont社工場付近の井戸水使用者で、高いPFOA血中濃度が検出された
13

＜重金属＞
06)　米国環境保護庁　飲料水中の六価クロムの監視を強化するための指針を発表
13

07)　米国カリフォルニア州　六価クロム飲料水濃度の公衆衛生目標を厳しくすることを提案
14

＜ダイオキシン＞
08)　米国環境保護庁　ダイオキシンのリスク評価に毒性評価係数の使用を推奨
16

＜PCB＞
09)　米国環境保護庁　学校関係者にPCBを含有する蛍光灯安定期の交換を勧告
16

＜国際動向＞
10)　WHO　室内空気化学物質に関する初のガイドラインを発表
17

11)　OECD　eChemPortalデータベースの新版を発表
18

＜北米動向＞
12)　米国環境保護庁　有害化学物質の放出は2009年に減少したことを発表
18

13)　米国環境保護庁　化学物質情報への一層容易なアクセスを国民に提供
19

＜欧州動向＞
14)　EU環境理事会　環境と健康の新しい実行計画が至急必要と発表
20

15)　EU環境理事会　有害物質使用削減を促進する声明を発表
20

16)　欧州化学品庁　ヘキサブロモシクロドデカン、ロイコマラカイトグリーンの再分類を提案
21

17)　欧州化学品庁　化学品安全性アセスメント等に関する5種の手引書を発表
21

18)　ドイツ　重金属、ダイオキシン、PCBの摂取に関するリスクアセスメント研究所のプロジェクトが完了
22

19)　欧州科学委員会　液体家庭用品、化粧品の誤飲リスクを検討中
23

＜その他の情報＞
24
こらむ　「ILSI国際シンポジウムに参加して（2）」
26

Ⅲ．論文紹介
A．　ナノ粒子に関わる研究  2題
01) サカマキガイ類（Draparnaud, 1805）の生存、繁殖、および行動に対する合成ナノ粒子の影響
30

02)  シマミミズEisenia fetidaによる14C60の生物蓄積
30

B．　環境毒性に関わる研究  2題
03) シマミミズにおけるポリ臭素化ジフェニルエーテル、ヘキサブロモベンゼン、および1-2,ジブロモ-4-(1,2ジブロモエチル)シクロヘキサンの蓄積；土壌タイプおよびエージングの影響
30

04) ブルーギルにおける選抜されたポリ芳香族炭化水素への直接ばく露の免疫調節作用
30

C．　内分泌かく乱物質に関わる研究  3題
05) アゴニストとしてのヒトのグルココルチコイド受容体と結合するビスフェノールA：in silico試験
31

06) 男性乳がんにおける職業および内分泌かく乱物質への職業ばく露：欧州における事例対照研究
31

07) 米国の食品におけるピスフェノールA
31

D．　その他一般研究  １題
08)  ベンゾ[a]ピレン誘導性p53反応と非ダイオキシン様PCBの相互作用およびアポトーシス阻害
31

Ⅳ．論文速報
32

Ⅴ． EPAの化学物質毒性レビュー
レビュー化合物：1,1,2,2-テトラクロロエタン(79-34-5)
37

Ⅵ．安全性データおよび物質リスト
１．NTP　第12次発がん性因子報告の動向
46

２．NTP　発がん性/毒性試験の進捗状況
47

Ⅶ．欧州の試験方法
はじめに
53

B.12.　変異原性－in vivo哺乳類赤血球小核試験
54

C.10. 生分解　活性汚泥シミュレーション試験
60

2011年　2月号　目次
Ⅰ. 国内省庁等の動向
１．厚生労働省、国土交通省、環境省
01)　再生砕石に混入するアスベスト対策のパトロール及び立入検査の実施結果等について
（お知らせ）
1

２．厚生労働省

02)　第５回石綿による疾病の認定基準に関する検討会資料を公表
2

３．環境省
03) 「平成２１年度化学物質環境実態調査結果（概要）」について（お知らせ）
3

04)  平成21年度低コスト・低負荷型土壌汚染調査・対策技術検討調査及びダイオキシン類汚染土壌浄化技術等確立調査」対象技術の評価結果等について（お知らせ）
5

05)　廃棄物焼却施設の排ガス中のダイオキシン類濃度等について（お知らせ）
6

06)　平成21年度ダイオキシン類に係る環境調査結果について（お知らせ）
7

Ⅱ. ニュース
＜ビスフェノールＡ（BPA）＞
01)　米国議員　哺乳瓶でのBPAの使用禁止を産業界が阻止していることを非難
9
02)　米国科学者　BPAへのヒトのばく露は以前の予想よりも高いことを報告
9
03)　欧州委員会　哺乳瓶でのBPA使用を今年禁止することを発表
10
＜ナノ材料＞
04)　欧州環境庁　環境に関する報告書で、ナノ材料と複合影響について懸念を示した
10
05)　米国国立労働安全衛生研究所　カーボンナノチューブ、ナノ繊維の吸入ばく露自主制限を提案
11
06)　米国　下水汚泥中の銀ナノ粒子は硫化銀になるとの研究結果を報告
12
07)　オーストラリア　7社の企業がナノ材料情報要請に対応して状況を報告
13
＜重金属＞
08)　米国　カドミウムの新規発がんメカニズムを発表
13
09)　米国　鉛、カドミウムが女児の思春期開始遅延のホルモン生成を抑制することを示唆
14
＜りん酸塩＞
10)　欧州委員会　洗剤中のリン酸化合物の禁止を提案
15
＜国際動向＞
11)　OECD　化学品データを推定するためのツールを更新
15
＜北米動向＞
12)　米国環境保護庁　内分泌かく乱物質スクリーニングの2回目の化学品リストを発表
16
13)　米国環境保護庁　ToxCast化学品選別プログラムは第2段階に入ったと発表
17
14)　米国　鉛、PCB等の環境汚染物質のばく露は、注意欠陥多動性障害の増加の可能性があると報告
17
15)　米国環境保護庁　16種の発がん性物質を毒性化学物質リストに追加
18
16)　米国環境保護庁　DfE代替品評価プロセスを発表
19
17)　欧州委員会および欧州業界　動物試験代替を促進するための実行計画に着手
19

＜その他の情報＞
20
こらむ　「ILSI国際シンポジュウムに参加して（１）」
22
Ⅲ．論文紹介
A.　環境毒性に関わる研究  2題
01)  マウスにおける経口免疫応答の安定構築を損なう2,3,7,8-テトラクロロジベンゾパラダイオキシン
25
02)  ミジンコ属代謝系の変化による異なる化学物質急性毒性の差別化
25
B．　内分泌かく乱物質に関わる研究  1題
03） 新生仔および成獣Sprague-Dawley(SD)ラットにおけるビスフェノールAのファーマコキネティクス
25
C．　その他一般研究  6題
04） 規制安全性アセスメントのために有望な手段であるin vivoブタ遺伝子突然変異試験
25
05)  導出無影響量（DNEL）の決定におけるREACHガイダンスの解釈
26
06)  卵巣発育中のラット抗ミュラー管ホルモンの分布および反応性とVCD誘導性卵巣毒性
26
07)  ヘキサメチレン-1,６-ジイソシアネート(HDI)に基づく脂肪族ポリイソシアネート類に対する接触アレルギー
26
08)  電磁場への職業的ばく露とブドウ膜黒色腫のリスクの性差
26
09)  職業ばく露と聴神経腫
26
Ⅳ．論文速報
27

Ⅴ． EPAの化学物質毒性レビュー
レビュー化合物：シス-1,2-ジクロロエチレンおよびトランス-1,2-ジクロロエチレン
(156-59-2、156-60-5、540-59-0)
31

Ⅵ．欧州の試験方法（REACHに関する試験法規則の付属書）
はじめに
39

B.11. 変異原性－in vivo哺乳類骨髄染色体異常試験
40
C.8.  ミミズに対する毒性
46
C.9.  生分解
50

